　電流をはかろう

　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

豆電球の前後で電流がどのようになっているか調べよう
電気の流れかたをどのようにはかろうか

◎回路の電気の流れを（　　　　　　　　）という。

◎豆電球がついているときと消えているときで、導線の様子に違いがあるだろうか　→　（　ある　・　ない　）
◎回路のある場所に、電気が流れる量を調べる道具を（　　　　　　　　　）という。
電流計の使い方

◎電気が流れている導線の途中に入れるかたち（直列）で使う。（導線を切ったとき，その切り口につなぐ感じ）
· （＋）には電池の（＋）に近い方，（－）には電池の（－）に近い方をつなぐ。
· （＋）の色を赤，（－）の色を黒と決めてある。
◎電流の量を表す単位を（　　　　　　　）といい，記号をアルファベット1文字の（　　　　）で表す。
　　　（1 Aは電子（電気の正体）が1秒間に導線を6000000000000000000（600京）個通るくらいの電流といわれる。）

1 A ＝　　1000 mA

1 mA　＝　

5 A ＝　（　　　　　）mA

◎黒い差し込み口の5 A ，500 mA ，50 mAは最高どこまで測れるかによって使い分ける。

→ふり切れないよう，最初に（　　　　）Aのところを使う。
◎針のふれが0.5A（500mA）で以下であれば，500mAのところに差し替える。
◎針のめもりは，最小めもりの（　　　　分の１）までよむ。
電流計のめもりを読む練習（最小めもりの10分の1まで読む）
	最高どこまで測れるか→
	5 Aのとき
	500 mA　のとき
	50 mAのとき
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電流クイズ

◎状況：電流が電池の（＋）から出て，豆電球を通り，（－）に流れている。

回路図：



←電流の流れを矢印で書いておこう
◎問題：では，電流の量は，次のうちどちらがたくさん流れているでしょうか。


Ａ：豆電球の手前　　

　　　
　　Ｂ：豆電球の後

           A





       A
☆予想：（クイズの答）→　（　Ａ　・　Ｂ　）
◎電気の実験の注意
電気の実験では，ワニグチクリップの調子によって，接触不良がおこりやすい
めもりの読み方にどうしても個人の差がある。
偶然おかしな数字が出ることもある
　　→電気の実験は5回くらい同じことを何人かでやってください。
☆結果：
	実験回数と担当者
	豆電球の前
	豆電球の後

	１回目（　　　　　　　　　　　）
	
	

	２回目（　　　　　　　　　　　）
	
	

	３回目（　　　　　　　　　　　）
	
	

	４回目（　　　　　　　　　　　）
	
	

	５回目（　　　　　　　　　　　）
	
	

	平均（電卓でｏｋ）

	
	


電流は豆電球の前後で　　　　
あ








